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大雪山の積雪水量分布*

山田知充
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(北海道大学大学院理学研究科)

若浜五郎

(低温科学研究所)

(昭和 54年 10月受理〉

1. 緒言

先に，著者らは旭岳西斜面の1977~78年冬期の積雪水量分布を調べた結果IL 標高約 1 ，400m

の樹林限界を境として，それより下部の樹林帯では，積雪水量と高度との聞に明瞭な直線関係

が，堆積初期から融雪末期までの全積雪期間を通じて成り立っていることを認めた。また樹林

限界上部の高山裸地帯では，地吹雪によって2)積雪分布に大きな偏りが生じ，積雪水量は高度

と無関係となっていることを知った。

旭岳西斜面の樹林帯で認められた上記の結果が毎年成り立っているのかどうか，同じ大雪

山系の別の斜面でも旭岳西斜面におけると同様の積雪水量の高度分布をなしているかどうか，

また冬の季節風の風向側斜面(西斜面，日本海側)と風背側斜面(東斜面，太平洋側)で積雪水量の

分布にどのような違いがあるか等を調べるため 1978~79 年の冬も積雪水量調査を継続した。

11. 調査地域と調査の概要

調査地域として， 1977~78 年冬期に観測を行なった旭岳西斜面に加えて， 国道 39号線に

沿う日本海側の上)11(標高350m)から石北峠 (1，050m)を越えて太平洋側の塩別 (350m)まで

の地域(第1図)を設定した。

旭岳西斜面の観測地点は第1図に小さな.印で示した。 これらは昨年の冬 (1977~78 年)

の観測地点1)と正確に同じ地点に取った。 今回 (1978~79) の調査の目的から， 高山裸地帯の

測点における観測は行わなかった。

国道に沿った石北峠地域の測点は，第1図に・印で示した12地点で，石北峠の西側と東側

でそれぞれほぼ同一高度となるような地点に設置された。測点の標高は西からそれぞれ350m

(上JI1)， 450 m， 570 m， 760 m (大雪ダム)， 930 m， 1，050 m (石北峠)， 980 m， 770 m， 670 m， 

540 m， 440 m， 350 m (塩別)である。 測点の位置はいずれも， 旭岳西斜面の測点位置と同様
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。

第1図 観測地域の概念図 .印は狽.IJ点の位置

に，風によってできる表面模様が積雪期間中認められないような，堆積後の風による再移動の

ない地点で，樹林による影響の少ないと考えられる林中の開地で，かつできるだけ平坦な地点、

が選ばれた。

石北峠は北海道中央部に位置し日本海側北海道と太平洋側北海道を分割する分水嶺を東

西に横切る峠の一つである。従って石北峠の西側の地域は，旭岳西斜面と同様に冬の季節風の

風向側に，石北峠の東側の地域は風背側に位置していることになる。標高 1，050mの石北峠は

樹林限界高度以下にあり，従って石北峠方面の調査地域は，おおむね樹林帯である。

石北峠の西側斜面と東側斜面の積雪の積り方の違いを知るため， グラスファイパー型の積

雪深記録計3)が上述した測点のうち石北峠の西側斜面の 570m， 760 m及び石北峠 (1，050m)， 

石北峠東側の 770m， 540 mの5地点に設置された。 また，一地点ではあるが旭岳西斜面の

730m地点にも設置し，石北峠地域との比較観測を行った。

調査は 1978 年 12 月 13~15 日， 1979 年 1 月 31~2 月 3 日， 3 月 1~3 日， 4 月 25~27 日，

5月30'"'-'31日の 5回実施した。積雪深記録計は12月中旬の観測時に設置された。上記のうち

3月上旬の調査は旭岳西斜面についてのみ行われ， また5月下旬の調査時には石北峠地域の積

雪は融雪が進みほとんど解けてしまっていたので調査できなかった。従って石北峠地域の調査

は12月中旬， 2月上旬及び4月下旬の 3回である。

111. 調査結果

1. 旭岳西斜面の積雪水量分布

旭岳西斜面における積雪水量と高度の関係を第2 図に示す。図中の細い点線は今回 (1978~

79)とほぼ同じ時期に測定した昨年 (1977'"'-'78)の結果である。今回の調査においても積雪水量

は堆積期・融雪期を通して高度と共に直線的に増加し直線の傾きも時間と共に増大しており，

昨年と同様の結果が得られた。ただし 2月2日と 3月2日の直線の傾きはほぼ同じで，この

約 1カ月間の降雪水量が全ての高度でほぼ一定であったという新たな事実が見い出された。
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すると 3月上旬までは，今回の方
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傾きは昨年に比べると非常に急で，
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めである。すなわち，昨年のこの期
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旭岳西斜而における積雪水量の高度分布。

細い点線は昨年 (1977-78)のほほ同じ時
期の観測結果
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昨年は観測斜面の全域が本格的な融雪期にあった4月下旬から 5月下旬までの融雪水量

が，高度に依らず・定であるとし、う輿味ある観測事実が見付かった。この事実が今年も成り立

ったかどうかは，今年の 4月下旬から 5月下旬の気象状況が昨年同期とは違うため，今回の観

測lからは不明である。

2. 石北峠地域の積雪水量分布

石北峠地域における調査結果を第3図に示す。図の中央が石北峠 (1，050m)であり，図の
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第 3図 積雪水量の高度分布。図の中央が石北峠で，図の左側

は日本海側(函)の斜而，右側は太平洋側(東)の斜面。

矢印は積雪深計設置地点
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左側は日本海側の斜面，右側は太平洋側の斜面における積雪水量の高度分布である。積雪深記

録計の設置地点を矢印で示しである。

石北峠の西斜面，東斜面においても，堆積j羽，融雪期を通して積雪水量と高度の関係は直線

で近似でき，積雪が開始されてからの時間の経過と共に，これら直線の傾きは橋大している。

これは旭岳西斜面で認められたのと同様の結果である。

日本海側の西斜面と太平洋側の東斜面の積雪水量を比較すると，いずれの調査時期におい

ても，直線の傾きは西斜面の方が東斜面より緩くなっている。すなわち，同-高度においては

常に日本海側斜面の方が太平洋側斜面より積雪水量が多く，斜面上方では大きな差はないが，

斜面下方ほどその差は大きい。

同じ日本海側斜面に属する旭岳西斜面と

いて求め，これを比べてみた。 12月中旬は

35%， 2月上旬は50%，4月下旬は75%，旭

岳西斜面の方が石北峠の西側斜面より多く，

時間の経過に比例して積雪水量の違いが大き

くなっていくことがわかった。

3. 積雪の堆積過程の斜面方位に

よる違いについて

第3図で，石北峠の日本海側斜面の方が

太平洋側斜面より積雪水量が常に多いことを 50 

述べた。このような違いは一回毎の降雪量の

分布と量に石北峠の西側と東側の斜面で違い

があるためであろう。これを知るための-方

法として，上川一石北峠 北見大和の地域に

ついて積雪深の時間変化を昆たものが第5図

である。上川 (350m)と北見大和 (325m)の

資料は，北海道農業気象月報めから得られたものであり，その他は前述した積雪深記録計によっ

て測定されたものである。図の上から順に上川 (350m)から石北峠 (1，050m)までは日本海側

の，石北峠から北見大和までは太平洋側の斜面である。番下には旭岳西斜面の 730m地点、を

示してある。石北峠の東斜面の標高770m地点の積雪深記録計は作動しておらず， 540m 地点

のものも図に示したように1月31日に作動を停止していた。そのため，石北峠の東斜面では，

石北峠の西側斜面の同じ時期の積雪水量を比

較すると，第4図に示したように，山麓では

ほとんど差がないが，山に入ってからは高度

が高くなるほど差が大きくなっている。量的

な比較をするために両地域に共通の高度範聞

である標高400mから 1，000mまでの斜面の

平均積雪水量を，図に示した3つの時期につ NE 
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第5図 上川から石北峠を越えて北見大平!lまでの地域の積雪深の時間変化。

凶の一帯下は旭岳西斜面の標高 730m 地点のものである

標高540m地点における約 1カ月半の資料しか得られなかった。

・般に，積雪深は降雪のために増加し，降雪が止むと積雪自身の自重による圧密のため積

雪は縮み，積雪深は急な減少を示す。もし圧衝による積雪の減少分に見合うだけの降雪が継続

して平衡を保つと， 積雪深は増えも減りもしないで一定値を保つ。従って図で積雪深が前日

より増加している日は，少なくとも積雪深を増加させるに充分な降雪のあったことを意味して

いる。

上川に続く日本海側平野部の気象観測所の積雪深の時間変化や日降水量を見ると4)し、ずれ

も図に示した上川における変化とほぼ一致した傾向を示している。また北見大和に続く太平洋

側平野音1¥について見ても，それらにはいずれも図の北見大和と同じ変化傾向が認められる。そ

こで，石北峠地域の山麓にそれぞれ位置している上)11と北見大和の変化傾向は， 日本海側北海



68 山田知充・他

道と太平洋側北海道の積雪の時間変化を代表していると考えてさしっかえない。

図で積雪深の時間変化の様子を見ると，上)11から石北峠の東側斜面の標高 540m地点まで

と旭岳西斜面の測点とは非常に良く似た変化を示すが，北見大和だけはかなり様子が違うこと

がわかる。石北峠の東， 540m j也点の資料は1ヵ月半程度ではあるが，その時間変化を見る限

り，日本海側の変化とよく一致しており，従って石北峠方面の山地の積雪は東西両斜面共に，

主として日本海側からの降雪に支配されていると見ることができる。

このことをもう少し詳しく調べるため，融雪の影響のない 12月中旬から 3月下旬までの

期間について，まとまった降雪のあったことた意味する少なくとも 10cm以上の積雪深の増加

が，いくつかの測点に亘って同時に起っているような日を，第5図の縦の細い実線で示したよ

うに 13例選び出した。 これらの日の日本海側と太平洋側の平野部にある気象観測所の積雪深

の資料4)を加えて，積雪深の増加が見られた場合をO印で，ほとんど見られなかった場合を×印

で示すと，第 1表のようになる。ここに選び出したような積雪深がいくつかの測点で同時に増

加するような日の気圧配置を印刷天気図5)で見るとほとんど全て低気圧が本道付近を通過して

おり，これらの日の降雪は低気圧によってもたらされていたことがわかった。

第 1表 第5図の各1lllJ点と日本海側及び太平洋側の平野部について，積雪深が増加

した場合をO印で増加しなかった場合を×印で示した積雪深増加の分布図

年 | 月 日 !日本海側1mmlm l760m 1202 i lmom|問 m12~ ，mJ大平洋側l
! ↓平 野i上川 I)IUm は雪ダム|西斜面|石北峠 I，"v H<  I北見大和|平 野

1978 I 12. 19 I x I x I 0 0 1 0 I 0 0 I 0 I 0 

12，27 I 0 I 0 i 0 i 0 0 I 0 : 0 I x I x 
12， 28 I 0 I 0 I 0 ， 0 ， 0 0;  0 x x 
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第1表でまず気の付くことは， 12月19日 12月27，28日， 1月26日， 3月17日のよう

に， 日本海側の平野部に降雪があって太平洋側の平野部にない場合にも，山地では日本海側の

斜面のみならず分水嶺を越えた太平洋側斜面までも降水があり，逆の場合にも同様に分水嶺を

越えて日本海側斜面まで、降水が及んで、いることである。ただし 1月18日のような場合もあっ

て必ず常に分水嶺を越えるとし、うわけではない。また2月21日 3月6日 3月20日に見ら

れるように両平野部で降雪がない場合にも山地で降雪が起っている場合がある。そして，両平

野部で降雪のある場合は例外なく，必ず山地にも降雪がもたらされている。
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気象管署の資料を見ると，降水があってもそれがわずかな場合には積雪深が増加しない場

合がある。ここでの議論は全て積雪深を増加させるに充分な降水量の降雪がある場合について

のことである。従って，第5図と第1表について述べた“降雪がなし、"とは“積雪深を少くとも

lOcm以上増加させるようなまとまった量の降水がなし、"という意味である。 山地積雪の詳細

な時間変化の資料は積雪深についてしかないため，現在のところ量に関する議論はできない。

以上に述でくたように，大雪山地域の山地積雪は，かなりの量が低気圧によって泊養されて

おり，降雪は日本海側からもたらされる場合も太平洋側からもたらされる場合もあって，両場

合とも分水嶺を越えて反対側斜面にまで降水の及ぶ頻度が高いことがわかった。しかし積雪

深の時間変化の様子(第5図)から見ると， 当山地の積雪は東西両斜面共， 主に日本海側から

の降雪に支配されているように見える。従って降水の量としては日本海側からの水分が大きな

割合を占めていることは，第3図からも問題のない事実であろう。

大雪山の積雪水量分布

これまでに

山地の降雪水量の推定

山麓の降雪水量を知って山地の降雪水量が推定できるかどうかを調べるため，

大雪山と手稲山とで得られた資料1ム7)をもとに，山麓と，比高 1，000m上方の山地との降雪水

量の関係を第6図に示した。三角印は大雪山，丸印は手稲山で、求められた関係で、ある。大雪山

地域の山麓(山地斜面の根元)の標高は400m程度であり，

手稲山は 10m前後である。従って， 大雪山については標

高400mの降雪水量に対して， 1，400 mの山地にはどれく

らいの降雪水量があったかの関係を示し，手稲山について

は，標高Omと1，000mの降雪水量の関係を示してある。

例えば図中にAと印した点は，第2図に示した12月15日

から 2月2日までの聞の標高 400mと1，400mの降雪水量

から得られたものである。話を簡単にするために山麓が根

雪となった後で、かつ融雪期に入る前までの，積雪の堆積期
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第6図山麓と比高 1，000m上方
の山地の降雪水量の関係

。。

に限って上記の関係を見た。

図からわかるように，山麓と比高 1，000m上部の山地

の降雪水量の聞には，大雪山，手稲山共に，かなり良い直

線関係が認められる。これらがこのような直線関係にある

ということは，山麓にMだけの降雪水量が堆積すると，大

雪山の標高1，400m地点には約3.5Mの，手稲山の 1，000m

地点では約1.9Mの降雪水量があり，山麓で2Mなら，山

地では3.5x (2 M)， 1.9 x (2 M)それぞれあることを意味し

ている。降雪水量は常に直線的な高度分布を取ることを知

っているから 2点の降雪水量がわかりさえすれば，途中

の任意高度の降雪水量を知ることができるわけである。

今回の旭岳西斜面の 2月2日から 3月2日までの期間
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に見られたように降雪水量が高度に依らず一定となるような場合は，第6図の矢印で示した点

のように，大きく前述の回帰直線からずれる。このような降雪分布が堆積期間中いかなる頻度

で，降雪水量としてどのくらい生ずるかは不明である。もしこのような分布をしばしばとり，

その量も年によって異なるとすると，毎年上に述べたような直線関係が成り立つというわけに

はゆかないはずである。しかし，大雪山と手稲山の2年分の資料の全てをプロットした結果，

おおむね，それぞれの地域毎に1本の直線で表わし得たということは，降雪水量が高度に依ら

ず一定というような堆積現象の頻度や量が少なし、からであろう。また一回毎の降雪水量につい

て見れば，当然かなりのばらつきが予想されるが，何回かの降雪水量の積算{直については，山

麓と山地の降雪水量の聞に，第6図に見られる直線関係が成り立つような平均化がなされるも

のと考えられる。

実際に知りたいのは，冬のある時期までの山麓の降水量又は積雪水量を知ることによって

山地の積雪水量を推定する方法である。そのためには山麓が根雪になる前や融雪開始後におけ

る，山麓の降水量から山地の積雪水量又は降雪水量を知る方法を見つけ出さねばならない。詳

しい研究は今後の観測に侯っところが多い。

積雪水量の現場での測定にあたっては北海道大学大学院理学研究科の金問安弘君，同環境

科学研究科の西村嘉晃君にお手伝し、し、ただいた。また旭岳西斜面の観測にあたっては株式会社

大雪山ハイランドの皆様から多大の御協力を得た。ここに記して感謝の意を表します。
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Summary 

The distribution and its regional characteristics of a seasonal snow cover were studied 

in the forest zone of the Daisetsu mountainous region located in the central part of Hokkaido 

(43
0
40'N， 14300官)by measuring depths (by snow depth recorders) and water equivalents of 

snow (by a snow sampler) throughout the accumulation and the ablation season from December 

1978 to ~ay 1979. 

Di任erencesin the destribution of water equivalent of snow were investigated in the west 

and the east slope of the mountain， respectively facing windward and leeward of the prevai1ing 

wind direction of the winter monsoon from Siberia to Hokkaido via the Japan Sea; such 

differences were also investigated between two areas far from each other on the same west 
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slope in the mountainous region. The processes of snow accumulation and its di妊erences

due to slope directions and elevations were clarified by use of snow depth recorders set up 

along slopes of mountains. Discussion was made about a method of estimating the amount 

of solid precipitation in the mountain slope from the amount easily measurable at the foot 

of the mountain. 


